
既存施設等の活用

　

ア　選定に係る基本条件について（案）

番号 項目
要件等

〔開催規模：6,000人〕

１　国土緑化推進機構からの条件

≪基本要件≫

(1) 会場整備に要する経費
・大規模な用地造成や修景工事等を要しないこと

(2) 植樹会場① 　式典会場と隣接していること

≪ＶＩＰ関連≫

(2) アクセス状況①

(3) アクセス状況②
　最寄りのICから30分以内に会場へ到着できること（式典・荒天
会場とも）

(4) アクセス状況③ 　式典会場までの移動で近くに休憩所を1箇所設置できること

２　開催県としての条件（先催県を参考）

(1) 式典会場 　2.0ha以上（計画も可）

(2) おもてなし広場 　0.6ha以上（計画も可）

(3) 駐車場（施設外含む） 大型バス240台以上確保できること

(4) バス乗降場所（施設内）

(5) 植樹会場② 2.0ha以上（計画も可）

(6) 土地利用に関する制約
　土地利用に制約がないこと
　（公有地、公有施設であることが望ましい）

(7) 荒天会場 　1,000人以上の収容が可能であること

森林・林業との関わりや
会場の景観等

　会場は、平坦な芝生広場であることが望ましい

(9)
森林・林業面、歴史・文
化面等でのアピール度

(1)　会場となる場所やその周辺が、本県の特徴や魅力を現す
   など、アピール度が高いことが望ましい

(2)　復興に向けて県民が力強く歩み続ける姿と国内外からの
   支援への感謝の気持ちを発信できる会場であること

(3)　森林の整備・再生を進めるシンボルとなる会場であるこ
　 と
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備考

(1)

　会場内においてバスからの乗降がスムーズに行えること
　（一方通行が可能であることが望ましい）

　宿泊施設から式典会場までのアクセス時間が90分以内であること

宿泊施設
(1)　宿泊の実績があること

(2)  レセプション会場（400人以上）が確保されていること
      （同施設、近接であることが望ましい）

(8)
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イ 選定に係る進め方について（案） 

 

１ 第 73回全国植樹祭岩手県準備委員会（第３回）（平成 31年２月 12日）       

 (1) 開催候補地の選定にかかる基本条件（資料３－１）を委員会で承認 

 (2) 事務局で選定条件を精査し、市町村へ照会 

   

 

 

 

２ 第 73 回全国植樹祭岩手県準備委員会（第４回）（2019 年５月下旬頃〔予定〕）  

  候補地の選定に向けてあらかじめ事務局が評定を行い、これを参考として、委員会 

 で協議し、最終的に最もふさわしい１箇所を開催候補地として決定 

 

 

 

 

 

 


